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生物多様性保全政策におけるネットワーク型重層的ガバ�ナンスの挑戦
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1
．
研
究
の
概
要

　

本
研
究
で
は
、
自
然
環
境
保
全
政
策
を
題
材
に
、
市
区
町
村
の
政
策
実
施
過
程
を
分
析
す
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
、
環
境
政

策
は
公
共
政
策
論
、
政
治
学
の
諸
分
野
に
お
い
て
重
要
性
を
高
め
て
い
る
。
し
か
し
、
環
境
政
策
の
中
で
も
自
然
環
境
保
全
政
策
の

領
域
は
、
環
境
省
の
熱
心
な
取
り
組
み
に
反
し
、
必
ず
し
も
市
町
村
レ
ベ
ル
へ
の
政
策
の
浸
透
に
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

自
然
環
境
保
全
政
策
の
要
に
あ
る
「
生
物
多
様
性
（biodiversity

）」
概
念
一
つ
を
と
っ
て
も
、
市
区
町
村
職
員
の
間
の
認
知
度
は

低
い
。
二
〇
〇
八
年
に
策
定
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
」
の
策
定
団
体
は
未
だ
一
三
四
団
体
（
二
〇
一
八
年

度
末
時
点）

1
（

）
で
、
全
地
方
公
共
団
体
の
一
〇
％
に
も
満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略　2012

―

2020

」（
環
境
省　
二
〇
一
二
：
一
四
―
七
四
）
が
示
す
よ
う
に
、
自
然
環
境
保
全
政
策
は
、
生
態
学
や
環
境
学
の
研
究
蓄
積
を
土
台
と

し
、
環
境
保
全
の
理
念
を
科
学
的
専
門
知
識
で
裏
付
け
る
形
で
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
理
念
や
知
識
が
政
策
実
施
の
現
場
に
行

き
届
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
な
ぜ
国
の
企
画
し
た
政
策
が
市
町
村
に
浸
透
せ
ず
企
画
通
り
実
践
さ
れ
ず
に
失
敗
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
政
策
の
失
敗
は
政
策
実
施
論
に
お
け
る
古
典
的
な
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
政
策
実
施
論
の
観
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
生
態
学
・
環
境
学
と
は
異
な
る
視
点
で
市
町
村
に
お
け
る
自
然
環
境
政
策
実
施
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

本
研
究
の
目
的
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
自
然
環
境
保
全
政
策
の
分
析
を
通
じ
て
、
政
策
実
施
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
影
響

を
与
え
る
要
因
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
本
研
究
で
は
政
策
を
実
施
す
る
自
治
体
の
担
当
部
局
に
着
目
す
る
。
自
然
環
境
保

全
施
策
は
国
の
レ
ベ
ル
で
は
環
境
省
が
所
管
す
る
領
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
町
村
の
レ
ベ
ル
で
は
農
林
水
産
系
の
部
局
が
自
然
環

境
保
全
政
策
を
担
当
す
る
自
治
体
と
、
環
境
系
の
部
局
が
担
当
す
る
自
治
体
と
が
混
在
し
て
い
る
。
自
然
環
境
政
策
を
分
析
対
象
と

す
る
こ
と
で
、
実
施
す
る
政
策
内
容
を
揃
え
た
上
で
、
担
当
部
局
の
特
性
の
違
い
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
与
え
る
影
響
を
検
証
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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第
二
は
、
生
物
多
様
性
研
究
の
領
域
に
お
い
て
、
行
政
的
要
因
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
に
関
す

る
研
究
は
、
生
態
学
や
環
境
学
に
よ
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
政
策
実
施
過
程
に
お
け
る
行
政
的
要
因
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
。
行
政
的
要
因
が
政
策
実
施
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
、
自
然
環
境
保
全
政
策
に
関
す
る
政
策
的
示

唆
を
も
た
ら
す
こ
と
が
本
研
究
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
日
本
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
政
策
の
体
系
を
確
認
す
る
。
自
然
環
境
保
全
政
策
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
枠
組

み
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
層
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
と
政
策
実
施
過
程
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
続
い
て
、

地
方
自
治
体
に
お
け
る
現
在
の
政
策
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
。
自
然
環
境
保
全
政
策
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
政

策
領
域
と
同
様
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
国
際
的
な
枠
組
み
に
お
け
る
政
策
理
念
を
、
環
境
省
が
国
内
で
の
政
策
実
施
過
程
へ
と

落
と
し
込
も
う
と
す
る
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
既
存
の
デ
ー
タ
や
、
全
国
の
市
区
町
村
を
対
象
に
実
施
し
た
独
自

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
元
に
、
環
境
省
の
政
策
が
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
政
策
実
施
過
程
に
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
の
上
で
、
計
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
、
各
自
治
体
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
あ
る
政
策
充
実
度
（
施
策
数
）
を
左
右
す

る
要
因
を
検
証
し
、
自
然
環
境
保
全
政
策
の
実
施
過
程
に
お
け
る
行
政
的
要
因
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

2
．
自
然
環
境
保
全
政
策
の
体
系

　

は
じ
め
に
、
日
本
の
自
然
環
境
保
全
政
策
の
体
系
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
政
策
は
環
境
省
の
自
然
環

境
局
が
所
掌
し
て
い
る
。
自
然
環
境
局
は
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
事
務
の
ほ
か
、
国
立
公
園
の
管
理
や
、
野
生
生
物
の

保
護
、
外
来
生
物
の
対
策
等
、
自
然
に
関
す
る
様
々
な
事
務
を
担
う
組
織
で
あ
る
。
本
研
究
と
の
関
連
で
特
に
重
要
と
な
る
の
が

「
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
事
務
」
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
（biodiversity
）
と
は
、
生
物
の
遺
伝
的
多
様
性
、
種
の
多
様
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性
の
み
な
ら
ず
、
生
態
系
全
体
の
多
様
性
を
指
す
用
語
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
の
保
全
は
環
境
政
策
の
中
で
は
比
較
的
最
近
に
な
っ

て
注
目
を
集
め
て
い
る
領
域
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
に
生
物
多
様
性
条
約
（Convention�on�Biological�D

iversity:�CBD

）
が
国
連

環
境
計
画
（U

nited�N
ations�Environm

ent�Program
m

e:�U
N

EP

）
で
採
択
さ
れ
、
日
本
で
も
条
約
に
基
づ
き
一
九
九
五
年
に
生

物
多
様
性
国
家
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
生
物
多
様
性
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
生
物
多
様
性

地
域
戦
略
（
以
下
、
地
域
戦
略
）
の
策
定
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
は
愛
知
県
で
生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
催
さ
れ
、
生
物
多
様
性
の
概
念
が
広
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
全
体
の
持
続
可
能
性
を
保
ち
、

自
然
環
境
の
保
全
を
進
め
て
い
く
上
で
は
生
物
多
様
性
の
保
全
が
重
要
で
あ
る
。

　

自
然
環
境
保
全
政
策
の
政
策
体
系
を
見
る
上
で
注
目
す
べ
き
は
、
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
と
の
関
係
で
あ
る
。

生
物
多
様
性
国
家
戦
略
（
以
下
、
国
家
戦
略
）
は
現
在
ま
で
四
度
の
改
定
を
経
て
お
り
、
直
近
の
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略　2012

―

2020

」
で
は
、
生
物
多
様
性
保
全
の
基
本
の
方
針
の
ほ
か
、
愛
知
目
標
達
成
の
た
め
の
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
地
域

レ
ベ
ル
も
含
め
た
具
体
的
な
行
動
計
画
、
施
策
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
国
家
戦
略
に
は
各
主
体
（
ア
ク
タ
ー
）
の
役

割
に
つ
い
て
の
記
載
も
存
在
す
る
。
中
で
も
目
を
引
く
の
は
、
地
方
自
治
体
、
事
業
者
、
市
民
の
役
割
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
国

の
役
割
に
関
す
る
記
述
が
わ
ず
か
一
〇
行
で
あ
る
の
に
対
し
、
地
方
自
治
体
が
二
四
行
、
事
業
者
が
一
九
行
、
市
民
が
二
七
行
と
、

政
策
実
施
に
お
け
る
環
境
省
の
期
待
度
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
定
量
的
な
記
述
量
の
多
寡
が
役
割
の
重
さ
を
そ
の
ま
ま
表
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
よ
り
も
生
態
系
へ
直
接
関
与
す
る
地
域
の
ア
ク
タ
ー
に
関
す
る
記
述
量
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
政
策

実
施
が
他
の
ア
ク
タ
ー
頼
み
と
な
る
構
造
は
、
自
然
環
境
局
の
組
織
編
制
を
見
る
と
理
解
し
や
す
い
。
政
策
実
施
を
直
接
担
う
組
織

は
、
国
立
公
園
課
（
領
域
限
定
）、
野
生
生
物
課
（
対
象
限
定
）
で
あ
り
、
全
国
の
自
然
環
境
保
全
に
直
接
介
入
す
る
実
働
部
隊
は
存

在
し
な
い
。
環
境
省
が
単
独
で
関
与
で
き
る
領
域
は
限
ら
れ
て
お
り
、
農
林
水
産
業
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
生
態
系
に
影
響
を
与
え

る
そ
の
他
大
部
分
の
領
域
は
、
他
省
庁
や
地
方
自
治
体
が
管
轄
す
る
領
域
で
あ
る
。
所
管
す
る
の
は
環
境
省
で
あ
る
が
、
政
策
実
施
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は
他
省
庁
や
地
方
自
治
体
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
点
が
、
自
然
環
境
保
全
政
策
の
特
徴
で
あ
る
。

　

次
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
構
造
を
確
認
す
る
。
自
然
環
境
保
全
政
策
の
領
域
で
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
科
学
的
知
識

を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
政
府
間
組
織
が
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
と
はIntergovernm

ental�

science-policy�Platform
�on�Biodiversity�and�Ecosystem

�Services

の
略
語
で
あ
り
、
日
本
語
で
は
「
生
物
多
様
性
及
び

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
政
府
間
科
学

－

政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
自
然
環
境
保
全
政
策
版
と
も
言
え
る
存
在
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｐ

Ｂ
Ｅ
Ｓ
に
は
各
国
政
府
の
ほ
か
、
数
多
く
の
科
学
者
、
環
境
関
連
の
非
営
利
組
織
な
ど
も
参
加
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
は
科
学
的

評
価
、
能
力
開
発
、
知
見
生
成
、
政
策
立
案
支
援
の
四
つ
の
機
能
を
活
動
の
柱
と
し
て
お
り
（
環
境
省　
二
〇
一
六
：
二
）、
地
球
規

模
ま
た
は
地
域
レ
ベ
ル
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ほ
か
、
方
法
論
や
政
策
支
援
ツ
ー
ル
の
開
発
を
行
い
、
科
学
的
知
見
の
政
策
へ
の
反
映

を
促
進
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
同
：
七
）。
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
決
議
内
容
は
、
各
国
政
府
を

通
じ
て
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
で
の
政
策
実
施
へ
と
移
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
の
参
加
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
科
学
者
や
非
営
利
組
織
を
通
じ
て
、
直
接
各
国
の
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み

に
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
活
動
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
や
生
態
学
・
環
境
学
の
研
究
者
、
環
境
省
の
よ

う
な
自
然
環
境
保
全
を
進
め
よ
う
と
す
る
ア
ク
タ
ー
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
重
層
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

構
造）

2
（

の
中
で
、
科
学
的
知
見
を
反
映
し
た
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

環
境
省
の
自
然
環
境
局
は
自
然
環
境
保
全
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
う
「
理
念
（Idea

）」
と
そ
の
理

念
を
補
強
す
る
た
め
に
科
学
的
「
知
識
（K

now
ledge

）」
を
活
用
し
て
い
る
。
自
然
環
境
局
に
は
他
省
の
補
助
金
の
よ
う
に
「
利

益
（Interest

）」
に
働
き
か
け
て
関
係
者
を
動
か
す
よ
う
な
資
源
は
な
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と
比
べ
る
と
十
分
に

浸
透
し
て
お
ら
ず
（O

yam
a�2020:�539

）、
生
物
多
様
性
の
主
流
化
は
実
現
し
て
い
な
い）

3
（

。
国
家
戦
略
は
策
定
し
て
い
る
も
の
の
、
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市
区
町
村
に
お
け
る
地
域
戦
略
の
策
定
は
努
力
義
務
に
留
ま
る
た
め
、
そ
の
策
定
率
は
低
調
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、「
利
益
（Interest

）」
に
よ
る
誘
導
だ
け
で
な
く
、
政
策
実
施
の
レ
ベ
ル
で
有
効
に
作
用
す
る

強
力
な
「
制
度
（Institution

）」
も
欠
け
た
状
況
に
あ
る
。
環
境
省
に
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
生
物
多
様
性

保
全
と
い
う
「
理
念
」
に
よ
る
働
き
か
け
で
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
に
代
表
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で

の
理
念
・
知
識
を
、
国
家
戦
略
を
通
じ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
計
画
へ
と
落
と
し
込
み
、

理
念
の
啓
発
を
通
じ
て
国
内
の
ア
ク
タ
ー
を
動
か
し
て
い
く
の
が
自
然
環
境
政
策
の
政
策
実
施
様
式
で
あ

る
と
言
え
る
。

3
．
地
域
へ
の
「
理
念
」
の
浸
透
状
況

　

政
策
実
施
の
分
析
に
入
る
前
に
、
既
存
の
調
査
か
ら
環
境
省
に
よ
る
理
念
啓
発
の
政
策
が
ど
の
程
度
国

内
に
浸
透
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
か
ら
環
境
省
へ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
か
ら
ナ
シ
ョ

ナ
ル
レ
ベ
ル
へ
の
政
策
体
系
は
整
っ
て
い
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
か
ら
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
へ
の
浸
透

は
進
ん
で
い
な
い
。
二
〇
〇
八
年
に
制
定
さ
れ
た
生
物
多
様
性
基
本
法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
希
少
な
野
生
生
物
や
特
定
エ
リ
ア

の
保
護
、
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
が
個
別
に
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
生
態
系
全
体
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
保
全
し
て
い
く
政
策
体
系
が
地
方
公
共
団
体
に
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
の
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
地
域
戦
略
の
増
加
ス

ピ
ー
ド
は
非
常
に
遅
い
。
表
1
は
二
〇
一
九
年
三
月
末
時
点
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
地
域
戦
略
の
策

都道府県（47） 政令指定都市（20） 市区町村（1721）
策定済み 43 18 77
未策定 4 2 1644

表 1　地方公共団体における地域戦略の策定状況

出典：�環境省（二〇一九）「生物多様性地域戦略のレビュー　データベース」（https://
www.env.go.jp/nature/biodic_mat09.xlsm）
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定
状
況
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
都
道
府
県
の
策
定
率
は
環

境
省
調
査
に
よ
る
と
四
三
都
道
府
県
が
策
定
し
て
い
る
。
筆

者
が
残
り
四
県
の
策
定
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
の

一
年
半
で
二
県
が
策
定
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
八
月
時
点

で
は
四
五
都
道
府
県
が
策
定
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
法

の
制
定
か
ら
一
二
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
全
都
道
府
県
の
策

定
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
る
。

　

次
に
市
町
村
に
目
を
移
す
と
、
政
令
指
定
都
市
は
都
道
府

県
並
み
の
策
定
率
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
市
区
町
村
の
策
定

率
は
わ
ず
か
四
・
五
％
で
あ
る
。
表
2
は
年
度
別
の
策
定
団

体
数
を
表
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
見
る
と
徐
々
に
策
定
団
体

数
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
市
区
町
村
の
策
定
が
な
か
な
か

進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

地
域
戦
略
の
策
定
率
は
市
区
町
村
の
人
口
規
模
が
小
さ
く

な
る
ほ
ど
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
、
規
模
の
小
さ
い
市
区
町

村
で
は
専
門
性
の
あ
る
職
員
を
配
置
で
き
な
い
こ
と
が
未
策

定
の
主
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
小

田
・
大
山　
二
〇
一
九
：
九
九
）。
小
規
模
な
自
治
体
の
方
が

保
全
対
象
と
な
る
自
然
環
境
を
多
く
抱
え
て
い
る
傾
向
が
あ

年度 都道府県 政令指定都市 市区町村
H.18 1 0 0
H.19 2 0 0
H.20 3 0 0
H.21 0 1 2
H.22 7 3 4
H.23 5 3 8
H.24 6 4 6
H.25 8 2 15
H.26 3 1 16
H.27 4 1 6
H.28 2 2 11
H.29 2 1 5
H.30 0 0 4
総計 43 18 77

表 2　年度別の策定団体数の推移

出典：環境省（二〇一九）「生物多様性地域戦略のレビュー　デー
タベース」（https://www.env.go.jp/nature/biodic_mat09.xlsm）
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る
の
だ
が
、
政
策
実
施
主
体
で
あ
る
市
区
町
村
の
行
政
能
力
の
問
題
も
あ
り
、
政
策
需
要
の
多
い
中
山
間
地
域
ほ
ど
未
策
定
に
な
る

と
い
う
逆
転
現
象
が
生
じ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
戦
略
は
あ
く
ま
で
も
戦
略
で
あ
る
。
地
域
戦
略
を
策
定
し
て
い
な
い
自
治
体
が
、
自
然
環
境
保
全
に
全
く
取
り
組
ん

で
い
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
市
区
町
村
の
中
に
は
、
環
境
基
本
計
画
の
中
に
自
然
環
境
保
全
活
動
に
関
す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
戦
略
を
策
定
し
て
い
な
い
自
治
体
も
あ
る
。
ま
た
、
戦
略
を
策
定
・
進
捗
管
理
す
る
だ
け
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
な

い
た
め
に
未
策
定
と
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ
る
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、
体
裁
と
し
て
は
地
域
戦
略
を
策
定
し
た
扱
い
の
自
治
体
で
も
、
環
境
基
本
計
画
の
一
部
を
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
と
み

な
す
自
治
体
や
、
実
際
の
政
策
実
施
に
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
で
は
な
い
自
治
体
も
あ
る
。
自
然
環
境
保
全
政
策
の
全
容
を
捉
え
る
に
は

市
町
村
の
政
策
実
施
過
程
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

4
．
政
策
実
施
論
に
お
け
る
先
行
研
究）

4
（

　

な
ぜ
環
境
省
が
目
指
す
よ
う
に
、
自
然
環
境
保
全
政
策
が
実
施
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
策
が
失
敗
し
た
原
因
は
何
な
の
か

と
い
う
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
、
政
策
実
施
研
究
に
お
け
る
主
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
政
策
実
施
研
究
の
嚆
矢
で
あ
るPressm

an�

and�W
ildavsky

（1973

）
は
そ
の
代
表
例
で
あ
ろ
う
。
政
策
実
施
論
に
お
け
る
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
と
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
て
い
た
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
研
究
は
、
実
施
過
程
を
政

府
の
公
式
な
政
策
決
定
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
と
し
て
分
析
を
行
う
（
真
山　
一
九
九
四
：
二
一
七
）。
中
央
政
府
の
政
策
を
下
位
の
政

府
が
実
施
す
る
過
程
を
扱
う
こ
と
、
政
策
決
定
者
と
実
施
者
を
理
論
上
区
別
し
て
実
施
活
動
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
か
ら
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
（
伊
藤　
二
〇
二
〇
：
一
〇
）。
一
方
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
研
究
は
、
公
私
を
問
わ
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ず
そ
の
政
策
エ
リ
ア
に
関
係
す
る
様
々
な
ア
ク
タ
ー
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
分
析
を
開
始
す
る
。
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
政
策
決
定
と
政
策
実
施
を
分
離
し
て
捉
え
る
が
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
政
策
を
決
定
す
る
の

は
必
ず
し
も
中
央
の
政
策
決
定
者
で
は
な
く
、
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
官
僚
で
あ
っ
た
り
す
る
と
い
う
認
識
に
立
つ
と
い
う
（
真
山　

一
九
九
四
：
二
一
八
―
二
一
九
）。
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
官
僚
概
念
を
提
示
し
たLipsky

（1980

）
や
、
複
数
の
組
織
と
複
数
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
マ
ト
リ
ク
ス
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
たH

jern�and�Porter

（1981

）
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
代
表
例
で

あ
る
。

　

異
な
る
見
方
に
立
つ
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
く
ど
ち
ら
が
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

Sabatier

（1986

）
は
両
者
の
長
所
短
所
を
比
較
し
た
上
で
、
両
者
を
統
合
し
た
一
般
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
。
近
年
の
日
本
の

研
究
に
お
い
て
も
、
生
活
保
護
率
を
分
析
し
た
関
（
二
〇
一
二
）
や
、
広
告
景
観
規
制
を
分
析
し
た
伊
藤
（
二
〇
二
〇
）
の
よ
う
に
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
両
方
を
取
り
入
れ
た
研
究
が
生
ま
れ
て
い
る
。
特
に
政
策
の
ア
ウ
ト
カ
ム
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

従
属
変
数
と
し
た
定
量
分
析
の
場
合
、
関
（
二
〇
一
二
）
の
よ
う
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
す
る
変
数

を
分
析
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
両
者
を
取
り
込
ん
だ
分
析
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
な
け
れ
ば
重
要
な
変
数
が
漏

れ
る
こ
と
に
な
る
。
定
量
分
析
に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
す
る
か
を
過
度
に
意
識
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
研
究
が
分
析
対
象
と
す
る
自
然
環
境
保
護
政
策
の
場
合
、
環
境
省
の
目
線
に
立
て
ば
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
だ
ろ

う
。
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
枠
組
み
や
理
念
を
、
国
家
戦
略
・
地
域
戦
略
を
通
じ
て
国
内
に
落
と
し
込
み
、
実
際
の

政
策
実
施
は
地
方
公
共
団
体
と
す
る
手
法
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
合
致
す
る
政
策
実
施
体
系
で
あ
る
。
一
方
で
、
自
然

環
境
保
全
の
現
場
は
、
農
業
者
や
漁
業
者
、
非
営
利
の
環
境
団
体
な
ど
、
行
政
以
外
の
ア
ク
タ
ー
が
政
策
実
施
の
多
く
を
担
っ
て
い

る
。
地
域
の
生
態
系
の
状
況
に
よ
り
関
係
す
る
ア
ク
タ
ー
や
法
律
、
行
政
の
施
策
も
異
な
っ
て
お
り
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
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に
適
し
た
実
施
過
程
が
存
在
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
近
年
の
研
究
と
同
様
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
両
方
の
観
点

を
取
り
入
れ
た
分
析
を
行
う
。

　

政
策
実
施
過
程
の
分
析
に
お
い
て
、
特
に
重
要
な
変
数
と
な
る
の
が
政
策
実
施
を
担
う
組
織
的
要
因
や
、
行
政
組
織
を
含
め
た
実

施
過
程
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
造
的
要
因
で
あ
る
。
政
策
実
施
の
問
題
は
多
か
れ
少
な
か
れ
組
織
の
問
題
で
あ
り
（
真
山　
一
九
九
四
：

二
一
五
）、
政
策
実
施
の
研
究
は
政
策
研
究
の
一
種
で
あ
る
が
、
組
織
研
究
を
よ
り
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
（
同
：
二
二
一
）。

自
然
環
境
保
全
政
策
に
お
い
て
も
、
政
策
実
施
論
の
観
点
か
ら
組
織
的
要
因
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
造
的
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
本
研
究
で
は
、
市
区
町
村
の
政
策
実
施
過
程
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
要
因
、
と
り
わ
け
担
当
部
局
の
性
質
に
着
目
す
る
。
生
活

保
護
（
関　
二
〇
一
二
）
や
要
介
護
認
定
（
荒
見　
二
〇
一
四
）
な
ど
、
政
策
の
実
施
主
体
と
な
る
組
織
に
比
較
的
均
一
性
が
あ
る
政
策

領
域
と
は
異
な
り
、
本
研
究
が
対
象
と
す
る
自
然
環
境
政
策
は
実
施
主
体
と
な
る
自
治
体
の
担
当
部
局
の
性
質
が
多
様
で
あ
る
。
詳

細
は
後
述
す
る
が
、
自
然
環
境
政
策
の
担
当
部
局
は
、
自
治
体
に
よ
り
環
境
省
系
の
業
務
を
所
管
す
る
部
局
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

農
水
省
系
の
業
務
を
所
管
す
る
部
局
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
政
策
を
実
施
す
る
際
の
姿
勢
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
利
害
関
係
に

大
き
な
違
い
が
あ
る
。
政
策
実
施
論
の
観
点
か
ら
、
実
施
過
程
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
要
因
を
加
え
る
こ
と
で
、
生
態
学
や
環
境
学
に
よ
る

分
析
と
は
異
な
る
分
析
視
角
か
ら
、
自
然
環
境
保
全
政
策
の
実
施
の
態
様
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

5
．
自
然
環
境
保
全
政
策
の
実
施
に
影
響
を
与
え
る
独
立
変
数
の
検
討

　

本
研
究
で
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
政
策
の
実
施
状
況
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
政
策
の
充
実
度
を
左
右
す

る
要
因
を
定
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
検
証
す
る
。
分
析
に
際
し
て
は
独
立
変
数
の
操
作
化
と
作
業
仮
説
の
構
築
が
必
要
と
な
る
が
、

ま
ず
は
分
析
に
先
立
ち
先
行
研
究
も
踏
ま
え
つ
つ
独
立
変
数
の
検
討
を
行
う
。
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ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
か
ら
、
重
要
な
変
数
と
な
る
の
は
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
状
況
で
あ
る
。
地
域
戦
略

を
策
定
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
実
施
す
る
施
策
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
域
戦
略

を
策
定
し
た
自
治
体
は
、
生
物
多
様
性
保
全
の
理
念
が
一
定
程
度
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
戦
略
未
策
定
の
自
治
体
は
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
的
な
見
方
に
立
て
ば
、
中
央
政
府
が
決
定
し
た
政
策
（
地
域
戦
略
の
策
定
）
を
、
政
策
実
施
部
門
で
あ

る
下
位
政
府
が
実
施
せ
ず
に
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
か
ら
、
最
も
重
要
と
な
る
の
は
政
策
実
施
を
担
う
行
政
組
織
の
変
数
で
あ
ろ
う
。
市
区
町
村

に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
政
策
の
担
当
部
局
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
保
全
専
門
の
部
局
が
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く

の
場
合
は
他
の
業
務
と
兼
ね
て
生
物
多
様
性
保
全
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
多
い
の
が
、
環
境
関
連
の
部
局
と
、
農
林
水
産
業

関
連
の
部
局
で
あ
る
。
国
レ
ベ
ル
で
は
環
境
省
の
政
策
領
域
で
あ
る
が
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
そ
の
重
要
性
の
低
さ
か
ら
か
、
各
自

治
体
の
事
情
に
合
わ
せ
て
そ
の
他
の
業
務
と
セ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
担
当
部
局
の
違
い
は
、
実
施
過
程
を
取
り
巻
く
政
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
違
い
を
生
む
。
特
に
農
林
水
産
業
系
の
業
務
を
担
当
す
る
部
局
が
、
自
然
環
境
保
全
政
策
も
担
当
す
る
場
合
は
、

自
然
環
境
保
全
の
理
念
以
上
に
農
林
水
産
業
者
へ
の
配
慮
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
自
然
環
境
保
全
政
策
の
中
に
は
、

農
作
物
へ
の
鳥
獣
害
と
野
生
生
物
の
保
護
や
、
生
態
系
に
配
慮
し
た
農
法
の
導
入
、
収
穫
・
漁
獲
規
制
な
ど
、
時
と
し
て
農
林
水
産

業
者
の
事
業
活
動
と
利
害
対
立
を
招
く
施
策
も
あ
る
。
農
林
水
産
業
と
関
連
す
る
業
務
を
所
管
す
る
部
局
が
併
せ
て
自
然
環
境
保
全

を
所
管
す
る
場
合
、
環
境
系
の
部
局
が
所
管
す
る
場
合
と
比
較
し
て
、
政
策
実
施
の
あ
り
方
も
異
な
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
種
と
し
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
官
僚
と
い
う
要
因
も
存
在
す
る
。
自
然
環
境
保
全

政
策
の
場
合
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
職
員
や
現
場
で
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
規
則
等
は
明
確
に
存
在
し
な
い
が
、
実
際
に
農

林
水
産
業
者
と
接
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
職
員
レ
ベ
ル
の
要
因
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
伊
藤
（
二
〇
二
〇
）

は
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
官
僚
の
議
論
に
お
い
て
念
頭
に
置
か
れ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
の
専
門
職
と
、
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
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け
る
一
般
事
務
職
の
違
い
を
考
察
し
た
上
で
、
自
治
体
の
一
般
事
務
職
を
「
第
一
線
事
務
職
」
と
表
現
し
て
い
る
。
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
等
の
第
一
線
専
門
職
と
、
第
一
線
事
務
職
員
は
、
第
一
線
特
有
の
業
務
に
由
来
す
る
特
性
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
専
門
性
か
ら
く
る
行
動
原
理
が
異
な
る
と
い
う
。
専
門
家
で
あ
る
第
一
線
専
門
職
は
、
専
門
家
と
し
て
の
目
標
や
理
想
を
追
求

し
、
時
と
し
て
政
策
の
対
象
集
団
に
対
す
る
使
命
感
か
ら
個
別
事
情
を
考
慮
し
た
処
遇
を
志
向
す
る
。
一
方
、
第
一
線
事
務
職
は
専

門
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
動
機
を
欠
き
、
政
策
推
進
の
強
い
動
機
を
持
た
な
い
。
結
果
と
し
て
、
一
般
事
務
職
員
は
処
理
期
限
が
定

ま
っ
た
非
裁
量
的
業
務
を
優
先
し
、
困
難
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
業
務
は
後
回
し
に
な
る
。
対
象
集
団
の
た
め
に
尽
力
す
る
動
機
を

欠
く
た
め
、
業
務
遂
行
も
機
械
的
処
理
に
な
る
と
い
う
（
同
：
三
〇
―
三
一
）。

　

こ
の
第
一
線
事
務
職
の
特
性
に
加
え
て
、
日
本
特
有
の
組
織
編
制
原
理
、
分
業
の
慣
行
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
伊
藤
（
二

〇
二
〇
）
は
日
本
の
広
告
景
観
規
制
の
分
析
に
際
し
て
、「
総
合
的
・
大
部
屋
主
義
的
政
策
実
施
構
造
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
て

い
る
。
日
本
の
行
政
組
織
は
大
部
屋
主
義
（
大
森　
二
〇
〇
六
）
の
執
務
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
各
職
員
は
複
数
の
業
務
を
担
当
し
、

各
業
務
に
は
複
数
の
担
当
者
が
割
り
当
て
ら
れ
る
実
施
構
造
に
あ
る
た
め
、
業
務
間
で
の
資
源
の
奪
い
合
い
が
起
き
る
（
伊
藤　
二

〇
二
〇
：
三
五
―
四
三
）。
自
然
環
境
保
全
政
策
も
広
告
景
観
規
制
と
同
様
で
、
担
当
部
局
に
は
自
然
環
境
保
全
以
外
の
他
の
業
務
も

割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
保
全
の
優
先
順
位
付
け
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

組
織
的
要
因
の
一
種
で
あ
り
、
ま
た
社
会
経
済
的
な
外
的
要
因
で
も
あ
る
が
、
各
自
治
体
の
職
員
数
も
重
要
な
変
数
で
あ
る
。
職

員
数
は
自
治
体
の
人
口
に
比
例
す
る
関
係
（
相
関
係
数
〇
・
九
七
程
度
）
が
あ
り
、
人
口
規
模
の
大
き
な
自
治
体
ほ
ど
職
員
数
が
多

く
な
る
。
職
員
数
が
多
い
自
治
体
ほ
ど
組
織
は
専
門
分
化
し
、
専
門
の
職
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
政
策
の
充
実
度
や
実
施

状
況
に
強
く
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
変
数
で
あ
る
。

　

外
的
環
境
を
表
す
要
因
と
し
て
は
、
政
策
需
要
の
差
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
自
治
体
ご
と
の
地
理
的
環
境
の
違
い
に

よ
り
、
自
然
環
境
保
全
の
対
象
と
な
る
生
態
系
の
広
さ
・
量
に
は
違
い
が
あ
る
。
都
市
部
よ
り
も
中
山
間
地
域
を
多
く
抱
え
る
自
治
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体
の
方
が
、
自
然
環
境
保
全
施
策
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
政
令
指
定
都
市
を
対
象

と
し
た
先
行
研
究
で
は
、
市
街
化
区
域
の
割
合
が
高
い
自
治
体
ほ
ど
、
生
態
系
の
定
量
的
評
価
を
実
施
し
て
い
る
割
合
が
高
い
と
い

う
調
査
結
果
も
あ
る
（U

chiyam
a�and�K

ohsaka�2019:�6�

）。U
chiyam

a�and�K
ohsaka

（2019

）
は
こ
の
結
果
を
、
市
街
化
区

域
の
割
合
が
高
い
都
市
ほ
ど
、
対
象
と
な
る
自
然
が
少
な
く
、
評
価
の
実
施
が
容
易
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て

い
る
。
自
然
環
境
の
広
さ
が
政
策
実
施
コ
ス
ト
を
高
め
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

6
．
政
策
実
施
状
況
の
分
析

（
1
）
回
答
者
の
所
属
部
局
の
分
析

　

本
研
究
で
は
市
区
町
村
の
職
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
用
い
て
分
析
を
行
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
全
国
の

市
区
町
村
を
対
象
に
、
二
〇
一
九
年
一
月
～
二
月
に
実
施
し
た
。
各
自
治
体
の
「
生
物
・
生
態
系
の
保
護
を
担
当
さ
れ
て
い
る
部
署

等
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
近
い
業
務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
（
調
査
票
原
文
）」
に
回
答
を
依
頼
し
、
適
切
な
回
答
者
お
よ
び
所
属

部
局
の
判
断
は
自
治
体
に
任
せ
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
一
七
四
一
市
区
町
村
の
う
ち
一
一
三
〇
市
区
町
村
か
ら
回
答
が
あ
り
、
最
終

的
な
回
収
率
は
六
四
・
九
％
で
あ
っ
た）

5
（

。

　

ま
ず
、
回
答
者
の
所
属
部
局
に
関
す
る
デ
ー
タ
か
ら
確
認
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
上
記
の
形
式
で
依
頼
し
て
い
る
た
め
、

回
答
者
の
所
属
部
局
＝
生
物
・
生
態
系
の
保
護
を
担
当
す
る
部
局
ま
た
は
一
番
近
い
部
局
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
表
3
は
回
答

者
の
所
属
部
局
が
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
担
当
し
て
い
る
か
質
問
し
た
結
果
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
複
数
の
業
務
を
抱
え
て
い

る
部
局
も
多
い
こ
と
か
ら
、
該
当
す
る
も
の
は
全
て
選
択
す
る
形
式
で
あ
る
。

　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
近
い
業
務
を
担
当
し
て
い
る
部
局
に
回
答
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
生
物
多
様
性
の
保
全
が
担
当
業
務
で
あ
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担当業務（複数選択可） 自治体数 割合（％）
環境（生物多様性の保全を除く） 837 74.1
生物多様性の保全 586 51.9
鳥獣被害対策 375 33.2
林業 204 18.1
農業 193 17.1
商業・観光業 126 11.2
水産業 106 9.4
企画・政策 59 5.2
土木・建築 44 3.9
工業 41 3.6
児童・子ども 31 2.7
教育 29 2.6
防災 27 2.4
都市計画 26 2.3
福祉 14 1.2
その他 176 15.6
無回答 2 0.2
総数 1130 100.0

表 3　回答者の所属部局の担当業務

出典：筆者作成。

る
と
回
答
し
た
自
治
体
は
全
体
の
五
一
・
九
％

し
か
な
い
。
残
り
の
半
数
は
、
生
物
多
様
性
の

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
自
然
環
境
の
保
全

を
一
切
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
後
述
す
る
表
4
の
調
査
で
は
、

何
ら
か
の
形
で
生
き
物
や
自
然
環
境
の
保
全
に

関
連
す
る
施
策
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
表
3
の
結
果
は
、
半
数
程
度

の
市
区
町
村
に
は
生
物
多
様
性
保
全
と
い
う
理

念
・
知
識
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
既
存
の
自

然
環
境
保
全
政
策
の
中
に
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル

で
の
議
論
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
て

い
る
。

（
2
）
自
治
体
の
政
策
実
施
状
況
の
分
析

　

次
の
表
4
は
自
治
体
の
施
策
実
施
状
況
を
集

計
し
た
も
の
で
あ
る
。
質
問
文
は
「
あ
な
た
の
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施策名（複数選択可） 自治体数 割合（％）
鳥獣被害対策1） 865 76.5
基本計画2） 588 52.0
外来生物の防除 555 49.1
教育3） 527 46.6
調査・研究4） 392 34.7
保護・保全5） 335 29.6
環境保全型農業の導入 259 22.9
生物多様性の保全に関連する施設6）の整備・運営 236 20.9
規制7） 182 16.1
生物多様性に配慮した森林整備・保全 167 14.8
生物多様性に配慮した河川・湖沼の保全 163 14.4
インフラ整備の際の生態系への配慮施策の実施 161 14.2
周知・広報8） 155 13.7
環境・生態系に関する構想・指針の策定 125 11.1
データ・目録作成・公開9） 99 8.8
生物・環境保全目的の市区町村への寄付 82 7.3
生物多様性に配慮した海岸の保全 56 5.0
生物多様性の保全に関する拠点の設置 55 4.9
商用利用10） 50 4.4
防災・減災施策における生態系の活用 36 3.2
生物・環境保全目的の課税 34 3.0
その他 39 3.5
特にない 60 5.3
無回答 3 0.3

表 4　生物多様性保全に関連する施策の実施状況

出典：筆者作成。
注 1）�「有害鳥獣の駆除」、「防護柵等ハード面の対策」、「鳥獣被害対策の普及・研修等ソフ

ト面の対策」を統合。
　2）「環境基本計画の策定」、「緑の基本計画の策定」を統合。
　3）「教育機関での環境教育活動」、「自然観察会」を統合。
　4）「生物の生息状況」、「生態系」、「植生」、「自然環境」の調査・研究を統合。
　5）「生物の保護」、「保護・保全対象地区の指定」を統合。
　6）自然観察園、公園、ビオトープ等を指す。
　7）�「禁猟区・捕獲量の規制」、「禁漁区・漁獲量の規制」、「きのこ・山菜等の採取規制」

を集計。
　8）「ガイドブック等の作成」、「ワークショップ開催」、「イベント・広報活動」を統合。
　9）「データベース」、「目録」の作成・公開を統合。
　10）�「地域ブランド・都市イメージへの生物多様性の活用」、「地産品販売への生物多様

性の活用」を集計。
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自
治
体
で
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関
連
す
る
活
動
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。
必
ず
し
も
、
生
物

多
様
性
の
保
全
を
主
た
る
目
的
と
し
た
取
組
で
な
く
と
も
構
い

ま
せ
ん
。」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
保
全
と
い
う

枠
組
み
を
外
し
、
生
物
や
生
態
系
、
自
然
環
境
の
保
全
に
関
連

す
る
活
動
の
実
施
状
況
を
幅
広
く
確
認
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も

回
答
は
複
数
選
択
式
と
な
っ
て
い
る
。
回
答
者
の
所
属
部
局
で

は
な
く
、
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
施
策
を
質
問
し
て
い
る
点

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
調
査
票
の
段
階
で
は
三
七
の
選
択
肢

を
設
け
た
が
、
分
析
に
際
し
て
類
似
施
策
を
統
合
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
環
境
基
本
計
画
の
策
定
」
と
「
緑
の
基
本
計
画
の

策
定
」
の
い
ず
れ
か
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
を
「
基
本
計

画
」
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
と
し
て
扱
い
集
計
し
て
い
る
。

統
合
し
た
回
答
の
詳
細
に
つ
い
て
は
脚
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

実
施
率
が
最
も
高
い
の
は
農
業
と
の
関
連
が
強
い
鳥
獣
被
害

対
策
で
、
七
六
・
五
％
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
。
生
物
多

様
性
保
全
と
の
関
連
が
強
い
調
査
・
研
究
、
保
護
・
保
全
に
関

し
て
は
、
三
割
程
度
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
。
生
物
多
様

性
保
全
に
関
連
す
る
活
動
を
全
く
実
施
し
て
い
な
い
自
治
体
も

自治体数
200

180

160

140

120

100

80

60
60

133
144

85

68
76

52 52
37

17 15
7 11 6 63 1 2

171
178

40

20

0
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 施策総数

グラフ 1　実施施策総数の分布

出典：筆者作成。
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五
・
三
％
存
在
し
て
い
る
。

　

グ
ラ
フ
1
は
表
4
の
デ
ー
タ
と
同
じ
施
策
区
分
で
、
各
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
施
策
数
を

合
計）

6
（

し
、
そ
の
分
布
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
施
策
総
数
が
多
い
自
治
体
ほ
ど
施
策
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
施
策
数
一
～
四
の
自
治
体
数
が
六
二
七

団
体
と
半
数
以
上
で
あ
り
、
鳥
獣
被
害
対
策
や
基
本
計
画
だ
け
の
自
治
体
も
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
施
策
数
一
五
以
上
の
一
八
自
治
体
の
う
ち
七
自
治
体
が
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。
グ
ラ
フ

1
の
施
策
総
数
の
デ
ー
タ
は
、
各
自
治
体
の
施
策
の
充
実
度
合
い
を
表
す
変
数
と
し
て
後
段
の

分
析
で
使
用
す
る
。

（
3
）
部
局
の
タ
イ
プ
と
政
策
実
施
率
の
分
析

　

こ
こ
ま
で
の
分
析
で
、
全
体
的
な
政
策
の
実
施
状
況
は
把
握
で
き
た
が
、
実
際
に
は
市
区
町

村
の
担
当
部
局
の
性
質
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
る
施
策
に
一
定
の
傾
向
が
存
在
す
る
。
抱
え
て

い
る
担
当
業
務
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
日
常
的
に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
違
い
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
担
当
し
て
い
る
か
が
、
担
当
部
局
の
置
か
れ
て
い
る
政
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
造
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
5
は
担
当
業
務
に
応
じ
て
、
各
自
治
体
を
関
連
の
強
い
省
ご
と
に
、
便
宜
的
に
自
治
体
の

タ
イ
プ
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
分
類
基
準
は
、
農
業
／
林
業
／
水
産
業
の
い
ず

れ
か
の
業
務
が
担
当
業
務
に
含
ま
れ
て
い
る
自
治
体
の
数
を
「
農
林
水
産
省
」
と
し
て
集
計
し

て
い
る
。
次
に
、
農
業
／
林
業
／
水
産
業
の
い
ず
れ
も
担
当
業
務
に
含
ま
ず
、
生
物
多
様
性
の

人口規模
合計

施策
実施数

（平均）
70 万人
以上

70 万人
～ 20 万人

20 万人
～ 5 万人

5 万人
～ 1 万人

1 万人
未満

環境省
タイプ 21 65 171 169 69 495 5.93

農水省
タイプ 0 4 28 92 127 251 3.74

その他
タイプ 0 18 93 171 100 382 3.28

表 5　担当業務と関連省庁との関係

出典：筆者作成。
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保
全
を
担
当
業
務
に
含
む
自
治
体
を
、「
環
境
省
（
生
物
多
様
性
）」
と
し
て
集
計
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
自
治

体
、
す
な
わ
ち
担
当
業
務
の
中
に
、
農
業
／
林
業
／
水
産
業
／
生
物
多
様
性
の
保
全
を
全
く
含
ま
な
い
自
治
体
を
「
そ
の
他
」
と
し

て
集
計
し
て
い
る
。
農
業
／
林
業
／
水
産
業
の
い
ず
れ
か
と
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
双
方
を
担
当
業
務
と
す
る
自
治
体
は
農
林
水

産
省
と
し
て
集
計
し
て
い
る
。
環
境
省
、
農
林
水
産
省
以
外
の
省
庁
に
つ
い
て
も
、
整
理
分
類
を
試
み
た
が
該
当
す
る
自
治
体
数
が

少
な
い
等
、
意
義
の
あ
る
結
果
が
得
ら
れ
ず
、
明
確
な
グ
ル
ー
プ
を
見
い
だ
せ
た
三
つ
の
整
理
区
分
と
し
た）

7
（

。

　

最
も
多
い
の
は
環
境
省
タ
イ
プ
で
あ
る
。
環
境
省
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
自
治
体
は
、
市
民
生
活
や
そ
の
他
の
環
境
政
策
と
、
生

物
多
様
性
保
全
の
業
務
を
併
せ
て
担
当
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
環
境
省
タ
イ
プ
は
人
口
規
模
が
大
き
い
自
治
体
が
中
心
で
、
政

令
指
定
都
市
を
含
む
人
口
七
〇
万
人
以
上
の
自
治
体
は
全
て
環
境
省
タ
イ
プ
に
該
当
す
る
。
農
林
水
産
関
連
の
業
務
と
の
兼
任
で
は

な
く
、
生
物
多
様
性
保
全
を
担
当
す
る
部
局
を
設
置
す
る
に
は
、
一
定
程
度
の
自
治
体
規
模
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
特
徴
的
な
自
治
体
と
し
て
析
出
さ
れ
た
の
は
、
農
林
水
産
省
タ
イ
プ
で
あ
る
。
農
林
水
産
業
に
関
連
す
る
何
ら
か
の
業
務
を

担
当
し
て
い
る
部
局
が
、
自
然
環
境
保
全
の
業
務
を
兼
ね
て
担
当
し
て
い
る
自
治
体
で
あ
る
。
農
林
水
産
業
は
自
然
環
境
、
生
態
系

か
ら
産
出
さ
れ
る
自
然
の
恵
み
を
享
受
す
る
産
業
で
あ
り
、
農
作
物
へ
の
鳥
獣
害
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
生
態
系
の
変
化
に
大
き
な

影
響
を
受
け
る
政
策
領
域
で
あ
る
。
農
林
水
産
関
連
の
業
務
を
兼
ね
る
自
治
体
が
多
く
な
る
の
は
、
自
然
環
境
保
全
政
策
が
農
林
水

産
業
と
深
い
関
係
に
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
環
境
省
タ
イ
プ
と
は
逆
に
、
小
規
模
な
自
治
体
、
特
に
町
村
の
比
率
が
高
い
こ
と

が
分
か
る
。
小
規
模
な
自
治
体
で
は
農
林
水
産
業
の
重
要
性
が
高
く
、
自
然
環
境
保
全
政
策
と
農
林
水
産
業
の
担
当
を
兼
ね
る
こ
と

が
合
理
的
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
の
、
そ
の
他
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
林
水
産
業
も
生
物
多
様
性
保
全
も
担
当
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
部
局
が

回
答
し
て
い
る
自
治
体
で
あ
る
。
何
が
し
か
自
然
環
境
保
全
に
関
連
す
る
業
務
を
担
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
積
極
的
に
生
物
多
様
性

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
自
治
体
や
、
そ
も
そ
も
自
然
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
な
い
自
治
体
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（
表
4
で
実
施
施
策
が
「
特
に
な
い
」
を
選
択
し
て
い
る
自
治
体
な
ど
）
が
、
そ
の
他
に
該
当
す
る
。
農
林
水
産
省
タ
イ
プ
よ
り
は
人
口

規
模
は
や
や
大
き
い
傾
向
に
あ
る
。
自
然
環
境
保
全
の
施
策
に
関
わ
り
な
が
ら
も
、
生
物
多
様
性
保
全
の
認
識
が
な
い
と
い
う
点
で
、

環
境
省
の
政
策
が
浸
透
し
て
い
な
い
自
治
体
群
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
他
に
該
当
す
る
自
治
体
の
部
局
名
は
様
々
で
あ
る
。
部
局

名
を
見
る
と
「
環
境
」「
市
民
」「
住
民
」「
生
活
」
と
い
っ
た
言
葉
が
入
る
自
治
体
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
部
局
名
の
傾
向
は
環
境

省
タ
イ
プ
の
自
治
体
と
似
て
お
り
明
確
な
違
い
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
分
類
基
準
の
通
り
、「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
を
担
当
業
務
と

し
て
認
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
生
物
多
様
性
保
全
と
い
う
理
念
が
組
織
に
浸
透
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
環
境
省
タ
イ

プ
と
そ
の
他
タ
イ
プ
の
自
治
体
の
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
6
は
表
5
と
同
じ
く
関
連
の
強
い
省
の
タ
イ
プ
ご
と
に
自
治
体
を
分
類
し
た
上
で
、
各
施
策
の
実
施
率
を
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
。
施
策
ご
と
に
、
最
も
実
施
率
の
高
い
タ
イ
プ
の
セ
ル
の
背
景
を
灰
色
に
、
最
も
実
施
率
の
低
い
タ
イ
プ
の
セ
ル
は
数
値
に
下
線

を
付
し
て
い
る）

8
（

。

　

全
体
的
に
環
境
省
タ
イ
プ
が
最
も
積
極
的
で
施
策
の
実
施
率
が
高
く
、
そ
の
他
タ
イ
プ
が
最
も
消
極
的
で
施
策
の
実
施
率
が
低
い
。

環
境
省
タ
イ
プ
は
総
じ
て
実
施
率
が
高
い
が
、
特
に
興
味
深
い
の
は
、
調
査
・
研
究
、
保
護
・
保
全
、
教
育
、
周
知
・
広
報
な
ど
、

生
態
系
保
全
の
理
念
の
普
及
や
、
科
学
的
な
知
識
に
関
連
す
る
施
策
の
実
施
率
が
高
い
点
で
あ
る
。
環
境
省
と
同
じ
で
理
念
の
啓
発

に
力
を
入
れ
て
い
る
自
治
体
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
逆
に
、
規
制
、
生
物
・
環
境
保
全
目
的
の
課
税
と
い
っ
た
、
現

場
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
が
重
要
な
施
策
の
実
施
率
は
低
い
。
農
林
水
産
業
と
関
連
す
る
担
当
業
務
を
有
し
て
い
な
い
部

局
が
、
自
然
環
境
保
全
政
策
の
主
担
当
と
な
っ
て
い
る
自
治
体
で
は
、
規
制
や
課
税
を
導
入
す
る
に
は
農
林
水
産
業
を
担
当
す
る
他

部
局
と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
タ
イ
プ
ご
と
の
人
口
規
模
と
政
策
需
要
の
関
係
で
あ
る
。
環
境

省
タ
イ
プ
は
人
口
規
模
の
大
き
な
都
市
部
の
自
治
体
が
多
い
。
収
穫
・
漁
獲
等
の
規
制
の
必
要
性
も
低
い
た
め
、
実
施
率
が
低
く
出

て
い
る
側
面
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
自
然
環
境
保
全
担
当
部
局
に
は
農
林
水
産
業
と
関
連
す
る
担
当
部
局
と
は
異
な
り
事
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施策名（複数選択可） 環境省
タイプ

農水省
タイプ

その他
タイプ

鳥獣被害 73.3％ 93.2％ 70.4％
基本計画 71.9 20.0 47.9
外来生物の防除 61.5 42.8 37.4
教育 65.4 26.8 35.9
調査・研究 49.8 26.4 20.9
保護・保全 43.1 24.4 16.0
環境保全型農業の導入 26.1 28.8 15.2
生物多様性の保全に関連する施設の整備・運営 33.4 13.6 9.7
規制 13.2 24.4 14.7
生物多様性に配慮した森林整備・保全 17.8 17.6 9.2
生物多様性に配慮した河川・湖沼の保全 21.9 7.2 9.7
インフラ整備の際の生態系への配慮施策の実施 18.2 10.4 11.8
周知・広報 23.9 4.4 6.8
環境・生態系に関する構想・指針の策定 18.6 6.0 4.7
データ・目録作成・公開 15.2 4.0 3.7
生物・環境保全目的の市区町村への寄付 10.3 6.0 4.2
生物多様性に配慮した海岸の保全 8.3 2.0 2.6
生物多様性の保全に関する拠点の設置 8.9 2.4 1.3
商用利用 6.5 4.4 1.8
防災・減災施策における生態系の活用 3.6 4.0 2.1
生物・環境保全目的の課税 2.4 5.6 2.1
その他 2.4 2.8 1.6
特にない 3.2 2.0 10.2

表 6　タイプ別の施策実施率の比較

出典：筆者作成。
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業
を
通
じ
た
草
の
根
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
比
肩
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
現
場
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
有
効
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
利
害
関
係
者
と
の
調
整
コ
ス
ト
が
大
き
い
施
策
が
実
施
し
に
く
い
状

況
に
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

逆
に
、
農
水
省
タ
イ
プ
の
自
治
体
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
実
施
率
が
非
常
に
高
く
、
農
林
水
産
業
と
の
密
接
な
関
係
が
う
か
が
え

る
。
環
境
省
タ
イ
プ
と
は
異
な
り
、
農
林
水
産
業
と
の
関
連
性
が
薄
い
施
策
の
実
施
率
は
低
い
。
逆
に
、
規
制
や
生
物
・
環
境
保
全

目
的
の
課
税
と
い
う
、
実
施
の
た
め
の
調
整
コ
ス
ト
が
大
き
い
施
策
は
、
農
水
省
タ
イ
プ
の
実
施
率
が
最
も
高
い
。
こ
れ
ら
の
自
治

体
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業
に
お
け
る
現
場
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
調
整
コ
ス
ト
の
大
き
な
施

策
が
導
入
で
き
る
場
合
が
多
い
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
農
水
省
タ
イ
プ
の
自
治
体
は
、
農
林
水
産
業
者
か
ら

の
要
望
に
応
答
す
る
形
と
な
る
施
策
の
実
施
率
が
高
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
他
タ
イ
プ
の
自
治
体
は
、
そ
の
自
治
体
の
中
で
最
も
自
然
環
境
保
全
に
近
い
業
務
を
担
当
し
て
い
な
が
ら
、
自
部
局
は
生
物

多
様
性
の
保
全
の
担
当
で
は
な
い
と
回
答
し
て
お
り
、
全
体
的
に
施
策
の
実
施
率
が
低
い
。

（
4
）
施
策
実
施
状
況
に
関
す
る
分
析
の
小
括

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
を
通
じ
て
、
市
区
町
村
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
政
策
の
実
施
状
況
は
、
市
区
町
村
に
よ
っ
て
大
き
な

差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
施
策
の
実
施
率
は
人
口
規
模
に
明
確
に
比
例
す
る
傾
向
が
あ
り
、
人
口
規
模
の
大
き
な

自
治
体
ほ
ど
様
々
な
施
策
が
充
実
し
て
い
る
。
人
口
規
模
の
大
き
な
自
治
体
は
職
員
数
が
多
く
、
組
織
構
成
も
専
門
分
化
し
て
お
り
、

自
然
環
境
保
全
の
担
当
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
戦
略
の
策
定
率
（
小
田
・
大
山　
二
〇
一
九
）
の
分

析
と
同
じ
く
、
人
口
・
職
員
数
の
影
響
が
強
い
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
担
当
部
局
の
担
当
業
務
を
基
準
に
、
施
策
の
実
施
率
を
比
較
す
る
と
、
人
口
規
模
以
外
の
部
分
で
も
実
施
し
て
い
る
施
策
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に
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
環
境
省
タ
イ
プ
の
部
局
が
政
策
を
実
施
す
る
自
治
体
は
、
基
本
計
画
や
教
育
、
研
究
・
調

査
な
ど
の
施
策
の
実
施
率
が
高
く
、
自
然
環
境
保
全
の
理
念
啓
発
、
科
学
的
知
見
の
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
鳥
獣

被
害
対
策
、
規
制
や
環
境
保
全
型
農
業
と
い
っ
た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
連
が
深
い
施
策
に
つ
い
て
は
、
他
の
タ
イ
プ
と
比

較
し
て
実
施
率
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。
環
境
分
野
の
業
務
に
専
門
化
し
て
い
る
分
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
相
対
的
に
弱
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
環
境
省
タ
イ
プ
の
担
当
部
局
が
政
策
を
実
施
す
る
自
治
体
を
、
こ
こ
で

は
「
理
念
啓
発
型
」
と
呼
ぶ
。
一
方
、
農
林
水
産
省
タ
イ
プ
の
部
局
が
政
策
を
実
施
す
る
自
治
体
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
環
境
保
全

型
農
業
、
規
制
の
実
施
率
が
高
く
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
農
林
水
産
業
者
か
ら
の
要
望
へ
の
応
答
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
密
接
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
に
、
他
の
タ
イ
プ
と
は
異
な
る
政
策
体
系
が
築
か
れ
て
い
る
。
農
林
水
産
省

タ
イ
プ
の
担
当
部
局
が
政
策
を
実
施
す
る
自
治
体
を
、
こ
こ
で
は
「
要
望
応
答
型
」
と
呼
ぶ
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
対
応
に
力

を
入
れ
て
い
る
反
面
、
小
規
模
な
自
治
体
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
計
画
の
策
定
や
教
育
な
ど
の
実
施
率
は
低
い
。
最
後
に
、
そ

の
他
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
施
策
も
実
施
率
が
低
く
、
担
当
部
局
自
身
も
、
自
部
局
は
生
物
多
様
性
保
全
に
関
連
す
る
業
務

を
担
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
自
治
体
で
あ
る
。
自
然
環
境
保
全
政
策
や
、
生
物
多
様
性
保
全
に
関
す
る
専
門
知
識
に
欠
け
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
タ
イ
プ
の
自
治
体
を
、
こ
こ
で
は
「
専
門
人
材
不
足
型
」
と
呼
ぶ
。

　

理
念
啓
発
型
、
要
望
応
答
型
は
い
ず
れ
も
専
門
人
材
不
足
型
に
比
べ
る
と
施
策
が
充
実
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

類
型
と
人
口
規
模
の
関
連
性
が
強
い
。
担
当
部
局
の
性
質
、
政
策
実
施
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
要
因
が
、
ど
の
程
度
施
策
の
充
実
度

に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
検
証
す
る
に
は
、
人
口
規
模
等
、
諸
々
の
要
因
を
考
慮
し
た
定
量
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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7
．
施
策
充
実
度
の
分
析

　

本
研
究
で
は
施
策
の
実
施
状
況
に
関
す
る
分
析
に
続
い
て
、
自
然
環
境
保
全
政
策
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
影
響
を
与
え
る
要
因
の
分

析
を
行
う
。
本
分
析
で
も
前
節
と
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
使
用
し
、
自
治
体
一
つ
を
一
つ
の
サ
ン
プ
ル
と
し
た
重
回
帰

分
析
を
行
う
。
本
研
究
の
分
析
は
全
てStata�16.1

を
使
用
し
て
い
る
。

　

従
属
変
数
は
市
区
町
村
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
あ
る
。
前
節
の
表
4
で
記
載
し
た
施
策
に
つ
い
て
、
各
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
数

を
合
計
し
た
施
策
実
施
数
を
従
属
変
数
と
し
て
使
用
す
る
。
自
然
環
境
保
全
政
策
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
測
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

に
加
え
、
生
態
系
は
市
区
町
村
の
境
界
を
横
断
す
る
形
で
存
在
し
て
い
る
た
め
、
市
区
町
村
の
活
動
と
の
関
係
性
を
考
察
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
本
研
究
で
は
、
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
施
策
数
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
、
そ
の
豊
富
さ
を
施
策
の
充
実
度
と

解
釈
し
て
重
回
帰
分
析
を
行
う
。

　

独
立
変
数
に
は
、
地
域
戦
略
の
策
定
状
況
（
策
定
1
，
未
策
定
0
）
を
ダ
ミ
ー
変
数
と
し
て
投
入
す
る
。
中
央
政
府
が
策
定
を
努

力
義
務
と
し
た
政
策
を
そ
の
ま
ま
実
施
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
か
ら
見
て
も
重
要

で
あ
る
。
地
域
戦
略
を
策
定
し
た
自
治
体
は
、
戦
略
に
記
載
し
た
以
上
、
あ
る
程
度
施
策
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
加
え
、

戦
略
策
定
に
際
し
て
専
門
的
知
識
の
習
得
を
迫
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
策
数
も
多
く
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ

は
因
果
関
係
と
い
う
よ
り
も
双
方
向
の
影
響
が
あ
る
共
変
関
係
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
自
然
環
境
保
全
政
策
に
熱
心

で
あ
る
、
ま
た
は
専
門
知
識
の
あ
る
職
員
が
い
る
な
ど
、
環
境
が
整
っ
て
い
た
自
治
体
だ
か
ら
こ
そ
地
域
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
得
る
点
は
、
分
析
結
果
の
解
釈
に
際
し
て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
域
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
自
治
体

ほ
ど
、
実
施
施
策
数
は
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
か
ら
は
、
自
治
体
の
担
当
部
局
の
特
性
を
変
数
と
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
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要
望
応
答
型
（
農
水
省
タ
イ
プ
）
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
表
す
変
数
と
し
て
、
農
林
水
産
業
を
担
当
業
務
に
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
ダ

ミ
ー
変
数
を
分
析
に
投
入
す
る
。
ま
た
、
理
念
啓
発
型
（
環
境
省
タ
イ
プ
）
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
表
す
変
数
と
し
て
、
農
林
水
産
業
務

を
担
当
業
務
に
有
し
て
お
ら
ず
、
生
物
多
様
性
保
全
を
担
当
業
務
に
有
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
ダ
ミ
ー
変
数
を
分
析
に
投
入
す
る
。

い
ず
れ
も
ベ
ー
ス
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
る
の
は
専
門
人
材
不
足
型
（
そ
の
他
タ
イ
プ
）
の
自
治
体
で
あ
り
、
理
念
啓
発
型
ま
た
は
要
望

応
答
型
の
自
治
体
は
、
実
施
施
策
数
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
種
で
あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
官
僚
を
表
す
要
素
と
し
て
、
職
員
の
意
識
に
関
す
る

変
数
を
投
入
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
回
答
者
の
職
員
に
対
し
て

「
あ
な
た
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関
連
す
る
取
り
組
み
は
、
他
の
政
策
領
域
と
比
較
し
た
場
合
に
、
予
算
・
人
員
の
配
分
な
ど
に
お

い
て
、
優
先
順
位
を
高
く
す
べ
き
政
策
領
域
だ
と
思
い
ま
す
か
。
ご
自
身
の
個
人
的
な
見
解
と
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
形
の
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る）

9
（

。
広
告
景
観
規
制
を
分
析
し
た
伊
藤
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
職
員
の
優
先
順
位
の
認
識
に
応

じ
て
、
当
該
業
務
に
割
く
時
間
配
分
を
増
や
す
効
果
が
部
分
的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤　
二
〇
二
〇
：
二
〇
九
―
二
一
〇
）。
自
然

環
境
保
全
政
策
の
場
合
も
、
業
務
を
担
当
す
る
の
は
広
告
景
観
規
制
と
同
様
に
、
自
然
環
境
保
全
の
専
門
家
で
は
な
い
第
一
線
事
務

職
で
あ
り
、
職
員
の
優
先
順
位
の
認
識
が
高
い
自
治
体
ほ
ど
施
策
数
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
の
変
数
に
関
し
て
も
、
施
策

数
と
の
関
係
は
単
純
な
因
果
関
係
で
は
な
く
、
既
に
施
策
数
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
施
策
実
施
の
正
当
性
を
表
明
す
る
た
め
に
、

優
先
順
位
が
高
い
と
い
う
回
答
を
し
て
い
る
共
変
関
係
に
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

外
部
環
境
を
表
す
変
数
と
し
て
は
、
職
員
数
、
財
政
力
指
数
、
森
林
面
積
を
分
析
に
使
用
す
る
。
職
員
数
が
多
い
自
治
体
は
組
織

の
専
門
分
化
が
進
ん
で
お
り
、
自
然
環
境
保
全
政
策
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
身
に
付
け
た
職
員
を
配
置
し
や
す
く
、
施
策
の
実
施
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数
も
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
財
政
力
が
豊
か
な
自
治
体
も
、
施
策
を
多

く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
森
林
面
積
に
つ
い
て
は
、
面
積
が
増

え
る
ほ
ど
政
策
需
要
が
高
ま
り
施
策
の
実
施
数
も
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行

研
究
に
お
い
て
市
街
化
区
域
の
割
合
が
高
い
自
治
体
ほ
ど
、
生
態
系
の
定
量
的
評
価

を
実
施
し
て
い
る
割
合
が
高
い
と
い
う
結
果
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（U

chiyam
a�and�

K
ohsaka�2019:�6�

）
が
、
今
回
の
分
析
で
従
属
変
数
と
な
る
施
策
群
に
は
、
教
育
関

連
の
施
策
な
ど
、
森
林
面
積
の
多
寡
と
実
施
コ
ス
ト
が
相
関
し
な
い
も
の
も
多
い
。

単
純
に
政
策
需
要
が
増
加
し
施
策
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
分
析
に
際

し
て
職
員
数
と
森
林
面
積
は
対
数
変
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

表
7
は
重
回
帰
分
析
の
結
果
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
変
数
も
作
業
仮
説
で
予
測
し
て

い
た
通
り
の
結
果
と
な
っ
た
。
分
析
に
あ
た
り
Ｖ
Ｉ
Ｆ
の
値
を
算
出
し
た
が
、
最
大

の
変
数
で
も
二
・
二
八
で
あ
っ
た
た
め
、
多
重
共
線
性
の
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
7
に
は
標
準
化
し
た
係
数
を
記
載
し
て
い
る
が
、
一
番
値
が
大
き
く
従
属
変
数

と
の
関
係
性
が
強
い
の
は
職
員
数
で
あ
っ
た
。
政
令
指
定
都
市
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
が
、
市
区
町
村
の
規
模
が
施
策
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
大
き
く
関
係
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
地
域
戦
略
の
策
定
状
況
も
強
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
職
員
数
が
多
い
ほ
ど
地
域
戦
略
の
策
定
率
は
高
い
が
、
職
員
数
の
影
響
を

考
慮
し
た
上
で
も
、
地
域
戦
略
の
有
無
は
施
策
数
と
強
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
示
さ

β
地域戦略の策定状況 .256***
理念啓発型ダミー（環境省） .198***
要望応答型ダミー（農水省） .119***
職員にとっての優先順位 .170***
一般行政職員数 .281***
森林面積 .070*
財政力指数 .073*

定数 －4.378***
R2 .387***
N 1113

表 7　政策実施数を従属変数とした重回帰分析の結果

p＞.001：***,�.01＞p＞.001：**,�.05＞p＞.01：*
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れ
た
。
職
員
の
認
識
上
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
も
、
伊
藤
（
二
〇
二
〇
）
で
は
部
分
的
に
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
（
伊
藤　
二
〇

二
〇
：
二
〇
九
―
二
一
〇
）、
本
研
究
で
は
よ
り
明
確
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
の
関
連
が
表
れ
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
を
対
象
に
、
自
然
環
境
保
全
政
策
の
実
施
状
況
の
分
析
と
、
施
策
の
充
実
度
に
関
す
る
分
析
を

行
っ
た
。
分
析
の
結
果
、
自
然
環
境
保
全
政
策
に
お
い
て
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
、
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
連

す
る
変
数
も
政
策
実
施
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点

か
ら
は
、
地
域
戦
略
策
定
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
。
国
が
努
力
義
務
と
し
た
地
域
戦
略
を
忠
実
に
策
定
し
た
自
治
体
で
は
、
多
く

の
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
地
域
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
一
定
期
間
後
の
評
価
・
見
直
し
業
務
が
生
じ
る
た
め
、

地
域
戦
略
に
書
き
込
ん
だ
施
策
を
実
施
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
か
ら
は
、

各
自
治
体
の
担
当
部
局
の
タ
イ
プ
に
よ
り
、
施
策
の
実
施
数
も
異
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
職
員
が
政
策
の
優
先
順
位
を

高
く
評
価
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
、
施
策
実
施
数
と
関
係
が
強
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
変
数
に
つ
い
て
も
、
因
果
関
係
と

い
う
よ
り
は
施
策
数
と
の
共
変
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
が
、
政
策
実
施
論
の
観
点
か
ら
は
、
政
策
実

施
の
担
当
部
局
の
性
質
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
間
の
関
係
性
が
確
認
さ
れ
た
の
は
重
要
な
知
見
で
あ
ろ
う
。
職
員
数
や
自
然
環
境
保
全

政
策
の
優
先
順
位
の
影
響
を
考
慮
し
た
上
で
も
、
各
類
型
が
施
策
実
施
数
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
担
当
部
局
と
農
林

水
産
業
と
の
関
わ
り
方
の
違
い
が
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
違
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
側
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

8
．
結
論
・
課
題
と
考
察

（
1
）
行
政
組
織
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
―
実
施
部
門
の
性
格
と
政
策
の
対
象
範
囲
か
ら
見
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
類
型
化

　

本
研
究
の
分
析
の
結
果
か
ら
は
、
政
策
を
実
施
す
る
組
織
が
、
ど
の
よ
う
な
担
当
業
務
を
兼
ね
て
い
る
か
と
い
う
組
織
的
要
因
、
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あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
政
策
実
施
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構

造
の
違
い
が
、
政
策
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
関
連
す
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
政
策
実
施
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
ア

ウ
ト
カ
ム
を
規
定
す
る
要
因
は
政
策
領
域
に
よ
り
様
々
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
本
研
究
の
分
析
結
果
が
ど
の
程
度
他
の
政

策
領
域
に
当
て
は
ま
る
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
。
本
研
究
が
対
象
と
す
る
自
然
環
境
保
全
政
策
は
、
国

レ
ベ
ル
で
は
担
当
省
庁
が
明
確
で
あ
る
が
、
市
町
村
レ
ベ
ル

で
は
担
当
部
局
の
多
様
性
が
あ
る
政
策
領
域
で
あ
る
。
政
策

実
施
が
特
定
の
政
策
領
域
内
で
収
ま
り
、
ど
の
自
治
体
で
も

担
当
部
局
が
明
確
に
存
在
す
る
政
策
領
域
で
は
、
本
研
究
と

は
異
な
り
担
当
部
局
の
所
管
す
る
業
務
の
組
み
合
わ
せ
や
組

織
的
特
徴
の
バ
ラ
つ
き
が
少
な
く
、
組
織
的
要
因
の
影
響
は

観
察
で
き
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
全

国
統
一
的
な
実
施
規
定
が
存
在
す
る
場
合
や
、
施
策
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
全
国
画
一
的
で
あ
る
政
策
領
域
で
も
、
担
当

部
局
の
性
質
の
違
い
に
よ
る
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

逆
に
、
自
然
環
境
保
全
政
策
と
同
様
に
、
比
較
的
最
近
に

な
っ
て
登
場
し
た
政
策
領
域
や
、
領
域
横
断
的
な
政
策
実
施

領域横断的な政策実施

特定領域での政策実施

全
国
統
一
的
な
実
施
形
態
が
あ
る

実
施
形
態
に
地
域
の
裁
量
が
あ
る

担当部局の性質
による影響：中

担当部局の性質
による影響：大

担当部局の性質
による影響：小

担当部局の性質
による影響：中

図 1　政策領域の性質と担当部局による組織的要因の大きさの関係

出典：筆者作成。
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を
伴
う
領
域
の
場
合
、
担
当
部
局
が
自
治
体
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
、
本
研
究
と
同
様
に
担
当
部
局
の
性
質
、
組
織
的
要
因
の
影
響
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
政
策
実
施
に
関
す
る
全
国
的
な
規
定
が
存
在
し
な
い
場
合
や
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
策
が
必
要
で
自
治
体
の
裁
量
が
大
き
い
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
図
1
は
こ
れ
ら
の
関
係
を
一
般
化
し
た
マ
ト
リ

ク
ス
で
あ
る
。
自
然
環
境
保
全
政
策
は
右
上
の
象
限
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
生
活
保
護
な
ど
は
左
下
の
象
限
に
当
て

は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
推
論
に
過
ぎ
ず
、
厳
密
な
議
論
に
は
追
加
的
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

（
2
）
分
析
の
限
界
と
課
題

　

本
研
究
の
分
析
は
全
国
の
市
区
町
村
全
体
の
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
を
目
的
に
、
定
量
的
な
手
法
を
用
い
て
い
る
。
第
一
に
、
自
治

体
の
施
策
数
を
規
定
す
る
要
因
の
中
に
は
、
本
研
究
の
定
量
分
析
に
取
り
込
み
き
れ
て
い
な
い
変
数
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
点
で
あ

る
。
例
え
ば
、
個
別
施
策
に
対
す
る
補
助
金
の
有
無
、
各
自
治
体
の
歴
史
的
経
緯
等
に
基
づ
く
経
路
依
存
性
、
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の

有
無
、
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
政
策
選
好
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
要
因
の
影
響
は
定
量
分
析
に
組
み
込
み
に
く
い
側

面
が
あ
り
、
別
途
事
例
研
究
な
ど
で
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
自
然
環
境
保
全
政
策
の
充
実
度
を
表
す
従
属
変
数
で
あ
る
、
施
策
実
施
数
の
問
題
で
あ
る
。
教
育
施
策
も
規
制
や
課
税

も
全
て
政
策
数
は
一
と
し
て
同
列
に
評
価
し
て
お
り
、
施
策
の
効
果
の
部
分
は
捉
え
き
れ
て
い
な
い
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
を
従
属

変
数
と
す
る
点
は
、
本
研
究
の
分
析
の
限
界
で
あ
る
。
本
来
は
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
、
す
な
わ
ち
長
期
的
な
自
然
資
本
・
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
の
増
減
を
従
属
変
数
と
し
て
用
い
る
の
が
理
想
的
で
あ
り
、
生
態
学
・
環
境
学
と
の
協
働
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
本
研
究
で
は
、
自
治
体
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
の
分
析
を
優
先
し
た
た
め
、
理
論
的
・
概
念
的
検
討
が
不
十
分
で
あ
っ
た
点

で
あ
る
。
と
く
に
論
題
に
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
重
層
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
分
析
概
念
と
い
う
よ
り
は
今
後
実
現
す
べ
き
目
標
概
念

に
近
い
。
現
状
は
、
大
都
市
に
多
い
理
念
啓
発
型
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
自
治
体
と
中
小
都
市
に
多
い
要
望
応
答
型
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
自
治
体
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は
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
省
と
農
水
省
と
の
タ
テ
の
関
係
は
強
い
も
の
の
、
両
者
を
つ
な
ぐ
ヨ
コ
の
関
係
は
弱
く
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る）

（1
（

。
た

だ
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
に
は
両
省
が
協
力
し
て
参
加
し
て
い
る
し
、
地
域
戦
略
を
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
る
優
良
自
治
体
も
存
在
し

て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
重
層
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
分
析
概
念
的
考
察
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
3
）
生
物
多
様
性
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
現
状
と
主
流
化
に
向
け
た
展
望

　

政
策
実
施
状
況
の
分
析
か
ら
は
、
市
区
町
村
の
う
ち
生
物
多
様
性
保
全
を
担
当
業
務
と
し
て
認
識
し
て
い
る
自
治
体
は
半
数
程
度

に
限
ら
れ
て
お
り
、
環
境
省
や
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
に
よ
る
理
念
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
研
究
で
は
環
境
省
寄

り
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
を
理
念
啓
発
型
と
名
付
け
た
が
、
理
念
啓
発
型
の
自
治
体
は
全
市
区
町
村
の
半
数
弱
で
、
人
口

規
模
の
多
い
自
治
体
が
中
心
で
あ
っ
た
。
施
策
の
充
実
度
に
関
す
る
重
回
帰
分
析
か
ら
は
、
理
念
啓
発
型
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
や
、

地
域
戦
略
の
策
定
が
施
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
保
全
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
生
物
多
様
性
保
全
の

理
念
を
人
口
が
少
な
い
町
村
に
も
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
要
望
応
答
型
の
業
務
を
主
た
る
要
素
と
し
て
行
わ

れ
る
一
連
の
施
策
が
生
物
多
様
性
保
全
の
理
念
の
視
点
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ
ベ
ー
ス
の
対
応
の
集
合
に
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の

視
点
や
全
体
的
な
方
向
性
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
従
来
要
望
応
答
型
の
行
政
を
主
と
し
て
い
た
自
治
体
が
よ
り
体
系
的
な

対
応
の
企
画
実
施
を
通
じ
て
よ
り
効
率
的
な
生
物
多
様
性
政
策
の
推
進
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
人
口
の
少
な
い
町
村
で
は
、
農
水
省
の
政
策
領
域
に
力
を
入
れ
て
い
る
、
要
望
応
答
型
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
自
治
体
が

多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
要
望
応
答
型
の
自
治
体
で
は
鳥
獣
被
害
対
策
や
環
境
保
全
型
農
業
、
規
制
等
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
利
害
と
の
関
連
が
強
い
施
策
の
実
施
率
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
専
門
人
材
不
足
型
の
自
治
体
に
比
べ
れ
ば
、
施
策
が
充
実

し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
よ
り
自
然
環
境
の
保
全
を
進
展
さ
せ
る
上
で
は
、
農
林
水
産
業
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
環
境
省
の
啓
発

し
て
い
る
生
物
多
様
性
保
全
の
理
念
が
浸
透
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
施
策
の
充
実
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
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理
念
啓
発
型
と
要
望
応
答
型
の
自
治
体
は
、
一
長
一
短
で
あ
り
、
規
制
や
環
境
保
全
型
農
業
な
ど
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
密

接
な
関
係
が
求
め
ら
れ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
要
望
応
答
型
の
自
治
体
の
実
施
率
が
高
い
。
本
研
究
で
は
施
策
数
と
い
う
観
点
で
分

析
を
行
っ
た
が
、
政
策
の
実
効
性
を
考
え
る
と
、
理
念
啓
発
や
教
育
だ
け
で
な
く
事
業
者
と
連
携
し
た
規
制
も
重
要
で
あ
る
。
政
策

研
究
に
お
け
る
実
施
現
場
で
の
実
質
的
な
政
策
決
定
が
な
さ
れ
る
実
態
に
焦
点
を
当
て
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
観
点
の
有
用
性
は
多
く

の
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
元
来
政
策
と
は
政
策
方
針
の
決
定
に
代
表
さ
れ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
動
き
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
動
き

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
の
強
化
は
政
策
全
体
の
強
化
に
つ
な
が
る
。
生
物
多
様
性
の
例
で
考
え
る
と
、

い
す
み
市
や
佐
渡
市
の
よ
う
に
元
来
農
林
水
産
業
を
担
当
す
る
部
局
が
地
域
戦
略
の
取
り
ま
と
め
や
推
進
を
含
む
生
物
多
様
性
行
政

に
あ
た
る
事
例
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
有
効
さ
が
産
業
に
対
す
る
波
及
効
果
を
含
め
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る

（
例　
上
野
他　
二
〇
一
七
、
稲
田　
二
〇
一
八
）。
上
記
を
踏
ま
え
れ
ば
、
理
念
啓
発
型
の
自
治
体
に
見
ら
れ
る
理
念
や
専
門
知
識
と
要

望
応
答
型
の
自
治
体
に
見
ら
れ
る
現
場
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
双
方
が
整
う
こ
と
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
保

全
の
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
理
念
啓
発
を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
で
の
理

念
や
知
識
が
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
浸
透
し
つ
つ
、
現
場
の
工
夫
や
着
想
に
対
応
す

る
、
双
方
向
の
や
り
取
り
を
通
じ
た
政
策
の
一
層
の
高
度
化
が
図
ら
れ
る
、
い
わ
ば
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
政
策

決
定
と
実
施
構
造
の
実
現
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

近
年
の
日
本
の
政
治
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
橋
本
行
革
に
よ
る
内
閣
機
能
の
強
化
の
効
果
が
様
々
な
研
究
や
報
道
に
よ
り
注
目

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
内
閣
に
よ
る
重
要
施
策
の
総
合
調
整
と
推
進
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
行
政
や
政
策
の
高
度
化
や
複
雑
化
に
対
応
し
て
、
内
閣
官
房
や
内
閣
府
に
重
要
政
策
に
対
応
し
た
本
部
が
設
置
さ
れ
、
内
閣
総

理
大
臣
な
ど
を
本
部
長
と
し
て
関
係
各
省
庁
が
構
成
員
と
な
り
政
策
を
推
進
す
る
体
制
が
二
〇
〇
〇
年
代
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
内
閣
官
房
と
内
閣
府
の
肥
大
化
に
よ
る
内
閣
機
能
の
不
全
を
招
く
と
い
う
批
判
が
あ
る
（
田
中　
二
〇
一
九
）
が
、
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他
方
で
一
九
九
〇
年
代
頃
ま
で
珍
し
く
な
か
っ
た
省
庁
間
の
争
い
が
減
り
官
邸
主
導
の
下
で
政
策
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
省
庁
の
垣
根
を
越
え
た
政
策
の
推
進
を
図
る
上
で
一
定
の
有
効
性
を
示
し
て
き
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

環
境
政
策
の
分
野
に
お
い
て
は
、
水
循
環
政
策
に
お
い
て
「
健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は
回
復
」
と
い
う
目
標
を
共
有
し
個
別

の
施
策
を
相
互
に
連
携
・
調
整
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
と
政
府
全
体
で
の
総
合
的
な
施
策
推
進
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
四
年
に
水
循
環
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
関
連
政
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
内
閣
官
房
に
水

循
環
制
作
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
内
閣
官
房　
二
〇
二
〇
）。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
分
野
に
お
い
て
は
、
京
都
議
定
書
の
着

実
な
実
施
に
向
け
た
関
連
施
策
の
総
合
的
な
推
進
の
た
め
一
九
九
七
年
閣
議
決
定
に
基
づ
き
内
閣
に
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
を

設
置
、
そ
の
後
二
〇
〇
五
年
の
京
都
議
定
書
発
効
に
伴
い
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
を
改
正
し
法
定
の
本
部
と
し
て
内
閣
に
改
め
て

こ
の
本
部
を
設
置
し
て
、
首
相
を
本
部
長
、
環
境
大
臣
と
経
済
産
業
大
臣
を
副
本
部
長
、
そ
の
他
の
大
臣
を
本
部
員
と
す
る
内
閣
全

体
で
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
（
官
邸　
二
〇
二
〇
）。
こ
れ
ら
の
近
年
の
動
き
を
踏
ま
え
れ
ば
、
理
念
啓

発
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
要
望
応
答
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
両
者
を
融
合
し
て
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
生

物
多
様
性
政
策
に
関
す
る
本
部
を
内
閣
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
二
つ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
統
合
し
た
総
合
的
な
政
策
の
推
進
を
図
り
生

物
多
様
性
政
策
の
主
流
化
を
目
指
す
た
め
の
体
制
強
化
の
一
案
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
主
流
化
の
た
め
に
一
段
の
飛
躍

が
求
め
ら
れ
る
今
、
政
府
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
の
枠
組
み
を
構
築
し
て
政
府
、
自
治
体
、
市
民
、
そ
の
他
の
関
係
者
が
一
丸
と

な
り
生
物
多
様
性
の
保
全
と
推
進
に
あ
た
る
た
め
に
、
体
制
の
一
段
の
強
化
も
ま
た
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）　

策
定
団
体
数
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
調
査
結
果
を
参
照
。https://w

w
w

.env.go.jp/nature/biodic/lbsap/review
.

htm
l

）［
二
〇
二
〇
年
八
月
三
〇
日
ア
ク
セ
ス
］。

（
2
）　

Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
概
念
の
議
論
の
元
に
は
、O

strom
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
（O

strom
�1990,�2009

）。
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O

strom

と
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
概
念
に
つ
い
て
は
大
山
（
二
〇
一
七
）
を
参
照
。

（
3
）　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と
比
べ
て
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
の
知
名
度
が
広
が
ら
な
い
背
景
に
は
、
Ｃ
Ｏ

2

の
削
減
と
比
べ
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
は
禁

猟
区
や
保
護
区
の
設
定
な
ど
、
地
方
政
府
に
と
っ
て
の
活
動
目
標
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
も
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（O

yam
a�2020:�

539
）。

（
4
）　

本
節
に
お
け
る
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
主
に
真
山
（
一
九
九
四
）、
伊
藤
（
二
〇
二
〇
）
を
参
照
。

（
5
）　

多
忙
な
中
、
調
査
に
ご
協
力
頂
い
た
市
区
町
村
職
員
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
6
）　
「
そ
の
他
」
は
一
つ
の
施
策
数
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
た
め
除
い
て
集
計
。
理
論
上
の
最
大
値
は
二
一
ま
で
と
な
る
。

（
7
）　

国
土
交
通
省
を
基
準
と
し
た
分
類
も
検
討
し
た
が
、
該
当
す
る
自
治
体
が
五
五
団
体
と
少
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
三
〇
団
体
は
農

林
水
産
省
関
連
の
業
務
も
担
当
し
て
お
り
重
複
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
独
自
の
区
分
を
設
け
ず
「
そ
の
他
」
扱
い
と
し
た
。

（
8
）　

た
だ
し
表
を
見
や
す
く
す
る
た
め
「
特
に
な
い
」
だ
け
は
表
記
を
逆
に
し
、
表
全
体
と
し
て
灰
色
背
景
の
側
を
自
然
環
境
保
全
に
熱

心
、
下
線
付
き
の
側
を
不
熱
心
と
し
て
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
9
）　

回
答
は
五
段
階
の
リ
ッ
カ
ー
ト
尺
度
を
用
い
た
。

（
10
）　

野
生
動
物
管
理
に
詳
し
い
梶
光
一
は
、「
ば
ら
ば
ら
に
や
っ
て
い
る
被
害
防
除
、
個
体
数
管
理
、
有
効
活
用
、
生
息
地
管
理
な
ど
の

対
策
を
統
合
的
に
や
っ
て
い
く
必
要
」
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
梶
・
山
極　
二
〇
二
〇
：
三
三
八
）。
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二
〇
一
九
）「
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
策
定
要
因
の
分
析
―
―
市
町
村
に
お
け
る
政
策
波
及
モ
デ
ル
の
検
証
」『
公

共
政
策
研
究
』
一
八
号
、
九
〇
―
一
〇
二
頁
。
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梶
光
一
・
山
極
壽
一
（
二
〇
二
〇
）「
持
続
可
能
な
野
生
動
物
の
管
理
シ
ス
テ
ム
」「
未
来
か
ら
の
問
い
」
検
討
委
員
会
編
『
未
来
か
ら
の
問

い
―
―
日
本
学
術
会
議
百
年
を
構
想
す
る
』
日
本
学
術
会
議
。

環
境
省
（
二
〇
一
二
）『
生
物
多
様
性
国
家
戦
略　2012

―2020

』
環
境
省
。

環
境
省
（
二
〇
一
六
）「
生
物
多
様
性
分
野
の
科
学
と
政
策
の
統
合
を
目
指
し
て　

I�

P�

B�

E�

S
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
環
境
省
自
然
環
境
局

［
オ
ン
ラ
イ
ン
］。
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
：https://w

w
w

.biodic.go.jp/biodiversity/activity/policy/ipbes/files/ipbes_pam
phlet�

1603.pdf
［
二
〇
二
〇
年
八
月
三
〇
日
ア
ク
セ
ス
］。

環
境
省
（
二
〇
一
九
）「
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
レ
ビ
ュ
ー　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
環
境
省
自
然
環
境
局
［
オ
ン
ラ
イ
ン
］。
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ

ト
：https://w

w
w

.env.go.jp/nature/biodic_m
at09.xlsm

［
二
〇
二
〇
年
八
月
三
〇
日
ア
ク
セ
ス
］。

官
邸
（
二
〇
二
〇
）「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
」
内
閣
官
房
副
長
官
補
室
［
オ
ン
ラ
イ
ン
］。
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
：https://w

w
w

.
kantei.go.jp/jp/singi/ondanka/index.htm

l

［
二
〇
二
〇
年
八
月
三
〇
日
ア
ク
セ
ス
］。

関
智
弘
（
二
〇
一
二
）「
保
護
率
の
行
政
学
―
―
誰
が
政
策
を
変
容
さ
せ
る
の
か
」『
公
共
政
策
研
究
』
一
二
号
、
八
五
―
九
五
頁
。

田
中
秀
明
（
二
〇
一
九
）『
官
僚
た
ち
の
冬
―
―
霞
が
関
復
活
の
処
方
箋
』（
小
学
館
新
書
）
小
学
館
。

内
閣
官
房
（
二
〇
二
〇
）「
水
循
環
基
本
法
」［
オ
ン
ラ
イ
ン
］。
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
：https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/m
izu_

junkan/about/basic_law
.htm

l

［
二
〇
二
〇
年
八
月
三
〇
日
ア
ク
セ
ス
］。

真
山
達
志
（
一
九
九
四
）「
政
策
実
施
の
理
論
」
宇
都
宮
深
志
・
新
川
達
郎
編
『
行
政
と
執
行
の
理
論
』
東
海
大
学
出
版
会
、
二
一
一
―
二

三
六
頁
。

〔
付
記
〕　

本
研
究
は
環
境
省
環
境
研
究
総
合
推
進
費
（S

―15�
―4
（2

）自
然
資
本
の
重
層
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
類
型
化
と
可
視
化Predicting�

and�A
ssessing�N

atural�Capital�and�Ecosystem
�Services

（PA
N

CES

））
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
二
〇
二
〇
年
九
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
、
日
本
政
治
学
会
分
科
会
Ｂ
8
「
自
治
体
に
お
け
る
事
務
権
限
と
連
携
の
拡
が
り
」
で

の
報
告
論
文
を
基
に
、
討
論
者
の
新
川
達
郎
先
生
、
山
崎
幹
根
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
内
容
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究

の
発
展
に
資
す
る
御
指
摘
を
頂
い
た
両
先
生
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。


